
1,100

27Ｈ

H28目標値

328

1,100

事業費合計 3,019

正規職員人件費 0.22 1,472

（ 人）

⑥
評
　
　
　
　
価

評
価
項
目

事業費に占める補助金の割合 81%以上

補助の方向性 拡大

評
価
理
由

所沢市医師会は、医療機関等との連携によって、地域医療を支えている。
また、最新の医療情報の提供や、学術講演会を開催するなど、医療機関における医療技術の向上を図ったり、市民公開講座の実施や、市の健康まつりで、健
康相談等を行うなど市民の健康にも寄与している。
今後、一層高齢化が進み、医療を必要とする人が増大していく状況に対応した地域保健・医療体制の確保など、市民が安心して医療を受けられるよう、医師
会の円滑な運営を支援し、さらに強固な協力体制を図る必要がある。
　今後については、社会情勢や団体の活動内容等を勘案しながら、補助を継続していく。

61%～80% 41%～60% 21%～40%

人 1,919 0.17人

単位

人

②
事
　
業
　
の
　
内
　
容

補助の目的（どのよ
うな効果を目指して
いるか）

一般社団法人所沢市医師会の円滑な運営を確保し、地域医療の強化及び高度な医療を提供するため。

Ｈ

（千円） 平成

27

（千円）28 年度

人

単位 Ｈ 26

将来目標

「実績」
縮小図る

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

334

10,417 10,112

Ｈ

9,24610,117

20%以下

26

地域保健対策の推進保健・医療節

団体活動の自主性
自主性は
高い

ある程度
自主的である

自主性は
低い

受診者数

人）

昭和30年代後半から市内の人口が急増し、保健・医療に関する市民ニーズが多様化・複雑化するとともに、充分な医療の提供が求められた。
医療従事者不足の解消や、医療機関における医療技術の向上等の課題に対応するためには、医療機関等との連携によって地域における医
療体制を整備する必要が生じていたことから、所沢市医師会の円滑な運営を確保するため補助金の交付を開始した。

基本
方針

1,100

26 年度 （千円）

・各医療部会の委員会等における地域医療体制充実に関する検討
・医療技術向上を目的とした、学術講演会、会員間の情報共有（医師会ニュース発行）等
・市保健事業（予防接種、特定健診、市在宅当番医制）等の受託、母子保健事業（乳幼児健康診査、予防接種）への協力
・所沢看護専門学校、所沢准看護学院、訪問看護ステーション等の設置母体

平成 27 年度

所沢市補助金等交付規則、所沢市医師会補助金交付要綱

所沢市歯科医師会補助金交付要綱、所沢市薬剤師会補助金交付要綱（所管課：保健医療課）

保健医療課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 総務グループ

根拠法令

部課コード 080100 ℡ 2998-9385

年度事務事業評価表（団体運営費補助用）　　　　　
担
当
部
課終了年度 年度

事業コード
医師会補助金

平成 28

080101

①事務事業名

分野別計画・指針

総合計画の体系 章 健康・福祉

関連・類似事業

年度 →開始年度 昭和　　41

団体における実施
事業の概要

単位

団体への加盟数

補助開始の背景

324
人

≪会計種別≫

補助金支出額予算現額 1,100

③
経
　
　
　
費

一般会計 平成

補助額決算　（見込み含む）

（

団体の活動費の総額 191,309

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

人

202,185

在宅当番医制事業

43,960 43,945

人

1,100

（（ 人）

目標値 320

2,572

人）

H28見込み 将来目標

215,522

現状維持 縮小 終了

乳幼児健診事業への協力 受診数（4か月、10か月、1歳6月、3歳）

がん検診事業
受診者数（胃・肺・大腸・乳・　子宮頸）
　　　　※集団検診・個別検診の合計

会員数
年度末における会員数実績

　※目標値（前年比3％増）

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

④
実
績

項目名 項目説明

団体活動実績

保健医療課長　岸　健次評価日 H28.8.18 評価者職氏名

⑤
成
果

　 項目名 項目説明

成果指標

⑦
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

規制を受ける環境法令等

緊急事態

実　績

％ 達成率 99 99

318 324


